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小平 勘太 (KOBIRA KANTA)
  

小平株式会社　代表取締役 

【略歴】

2002 京大農学部卒　(イネの研究)
2005 イリノイ大大学院 M.S. (ブロッコリーの研究)
ABeam Consulting (ITコンサル)
都内での農業系ベンチャー起業を経て2010年に家業に戻る。
2012年から112年続く商社の小平株式会社の代表取締役を、
しつつ農業系で2社起業
2022年から小平株式会社の第４創業プロジェクトを開始



池田亮平

副社長取締役 CHRO

【略歴】

2003 東京大学文学部卒
2003年より株式会社リンクアンドモチベーションにて
コンサルティングと経営企画業務を担当

2008年よりソニー生命保険
2019年4月より、株式会社アドレスで事業開発部長
2021年9月に、家族で鹿児島にIターン移住
2022年3月より小平株式会社のCHRO 執行役員
2023年11月より同社の副社長 取締役 CHRO



小平株式会社について

本社　：　鹿児島県日置市

資本金：　1000万円

事業内容：エネルギー(LPG/電気)
                  IT ( DX Partener)
                  貿易 (グローカル)

　   拠点：鹿児島県内　9拠点 
                 宮崎、大分、熊本
　              ベトナム、中国、アメリカ

創業　：　1912年

社員数：　75名 (グループ120名）
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事業エリア　鹿児島・宮崎
LPG小売り ６拠点、卸 2工場   
新電力販売事業
各種LPG、電気、水道工事
住宅リフォーム

LPGの小売り、卸、工事、新
エネルギーまで、暮らしの全
てに安心を供給します。

エネルギー事業部



脱炭素の取り組み

　
小水力発電の設計、SPC運営
風力/メガソーラー事業
地域電力(ひおき地域エネルギー株
式会社)への出資と連携

脱炭素先行地域
市役所オフグリッド

エシカル電力小売モデル(東京)

脱炭素社会の実現に向け、
グループ企業の「太陽ガス」
を中心に取り組んでいます。



　
事業エリア　九州一円   
自社開発事業

こども園向けシステム
配送業者向けシステム
エネルギー事業社向けシステム

受託開発事業
各種ハード/工事手配

デジタルの力で地域のビジネ
スを支えるパートナーとし
て、確かなサービスをお届け
しています。

DX事業部

新規取り組み
HR テック
BPass (SaaS+業務委託)
No Code開発
社内リスキリング
エリア開発事業

空き家回収/ 地域活性化



　
輸入事業

水産(すり身、水産、野菜)
輸出事業

スウィーツ
地域産品(さつまいも等)

コンサルティング
拠点

中国、ベトナム、シアトル
インド、米国支店(NYC)を2025
に開設予定

ローカルで暮らしながら、世界
を相手に挑戦中。

グローカル事業部



第４創業プロジェクト 
2022.9~2025.10



2010
代表権の交代
(形式的な承継)

第４創業スタート
右腕の採用
株式承継

空白の10年(会社は他人事)
別で東京で２社、鹿児島で１社経営

会社混乱で
覚悟決める

20222021
自分の会社の整理
手術でリハビリ

2020



2021年8月 覚悟を決めて、
第４創業スタート！



現在

ミッション
向かいたい大きな方向

未来

ビジョン
特定時点での到達地点

バリュー
過程で大切にする価値観

KOBIRA MVV構造



2022.4 役員合宿 & ミッション(存在意義)の作成



2022.9 全社会議 Vision meeting / 
ミッション、ビジョンの発表







2022.12 全社会議 Vision meeting 
バリュー、本社移転の発表 





KOBIRA新本社



経営の3要素

存在目的
「なんのために」(WHY)

戦略
「何を」(WHAT)

組織
「どうやって」(HOW)



存在目的
「利益を生むために」

(WHY)

昔の経営スタイル

戦略
「何を」(WHAT)

利益が神様！
稼げないやつは雑魚。
営業が上、事務は下。

人も取れない、
情報流れない、
全てが遅い。
結果、戦略も

うまくいかない。

組織
「可能な限り人にコストを

かけず」(HOW)

理念もなく、
会社も古くさくて、

人が取れない。
新しいことできない。

チーム感ない。



戦略
「地に根ざしたイノベーション

を手に世界と勝負する」
(WHAT)

組織
「成長とウェルビーイング
を実感し、成果を出し続け
られる組織を作る」(HOW)

KOBIRAの経営のいま
存在目的

「地域に安心と希望をこれ
からの100年も届ける企業」

(WHY)



第４創業期に取り組んだ組織開発施策
とリスキリングに関して



1年で50以上の会社を変えるアクション
組織・文化

ミッション、ビジョン、バリューの作成と共有
Vision meetingの半期ごとの開始
Value Awardの開始
役員チームの合宿
チームミーティング制度の導入、ルール整備
取締役会と部長会議の仕組みの変更
議事録共有の全社開始
チェックイン/アウトの開始
Uniposによるバリューエピソードの収集開始
人事組織部の設立
戦略的な採用活動開始
役員1on1の開始
一部部署での1on1開始
DX、グローカル、経営企画のブランド名の変更
提供価値(ベネフィット)の制定
アウトソース事業者活用開始（まるごと社）
チームビルディング研修実施

新人事制度の整備
等級 / 評価 / 報酬制度の全面改定

スペシャリストのキャリア策定
目標設定制度の開始
バリュー評価の開始

エネルギー事業部の当番手当制度の改定
広報・コミュニケーション

社内広報(コビラジ)の開始
社外広報(note、SNS)の開始

情報公開制度
組織サーベイ結果の開示
半期ごと社内状況の説明動画



1年で50以上の会社を変えるアクション
社内システム・ツール導入

AI推進室立ち上げ/AI活用による効率化
希望者にPC、スマホ、タブレットを配布
社内システムを外部から使えるように
Slack/Google導入
組織サーベイ導入(Lafool→

              Motivation Cloud)
SmartHR導入
ジョブカン導入
Unipos導入
Zoomミーティングの導入
リモートHQ(リモートワーク支援)導入
バクラク請求/バクラクカード導入
バーチャルオフィス（Remotty →Meta Life）
社内エンジニア研修制度

人事制度・研修
人事ポリシーの制定
マネージャー４機能研修
労務制度の整備
社労士顧問契約
社内規則全面改定
副業解禁
リモートワーク規定
フレックス制度導入
法務サービス契約
採用制度の整備

Indeed
Green
Wantedly

オン/オフボーディングまでの仕組みの整備
管理者向けハラスメント研修の実施



組織サーベイ

経営の意思決定アクション実行
サーベイ結果の解釈
優先度とリソース配分
MVとの整合性

初期はPLAN/CHECKよ
りもDO多め
会社全体の船酔いは織り
込み済み

組織施策の優先度決め方



そもそも、等級ごとの職能定義がなかった
ので目の前の仕事をできれば良かった。

等級意義とキャリアパスの明文化により、
キャリア選択とともなうリスキリング機会
が自然に発生した。

会社は儲かるポジションを制度的に優遇
し、モチベーションを生み出す。

リスキリングと既存事業の変容



挑戦・変化への賞賛カルチャーの醸成



挑戦・変化への賞賛カルチャーの醸成



挑戦・変化への賞賛カルチャーの醸成



エンジニアになりたい社員のための教育制
度が自発的に誕生。

撤退事業の営業事務、ITサポートの女性社
員を体系的な教育でエンジニアにリスキリ
ングをした。

寺子屋（エンジニア育成）制度



日置市が教育スタートアップの
Schooと連携協定を結び、

市役所や地方企業の職員が共に
学ぶリスキリング実証実験を行
っている。
第1回実証実験はKOBIRA本社
を舞台に行い、今年2回目を行
う予定。

日置市 x Schooのリスキリングの取り組み



 　　　【この３年の成果】
採用が３年で２２名以上！
優秀なカルチャーフィット人材の獲得
組織サーベイ結果の大幅な改善

　　　(偏差値で20point UP)
過去最高益を達成！



thank you for listening


